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「土佐清水市立市民図書館歴史講座」を実施 
 

9月 10日(土)、延期になっていた標記の歴史講座を実施することができました。当初は

定員 15名で募集しておりましたが、盛況につき黒原館長に相談し、間隔を開けて密を避け、

コロナ対策をきちんとしたうえで、20名の受講者を受け入れました。 

「『中浜東一郎日記』から見た万次郎」と題し、明治 8年(1875)7月 26日～8月 5日まで

万次郎・東一郎親子が中浜へ帰省していたときの様子を『日記』をもとに読み解いていっ

た。自分の講座も含めて、「歴史講座」が単に講師の歴史的な話を一方的に聞いて終わりと

いう講座がこれまで多かったように思います。この反省の上から、受講者自身が講師の講

話を聞きつつ、歴史文献を読み解く楽しさを感じていただけるような講座を意識して取り

組みました。 

今回は、『中浜東一郎日記』（冨山房）・「明治八年土佐紀行」の記述で明治 8年 7月 26日

～8 月 5 日の万次郎と長男東一郎の中浜村帰省中の生活の様子、村の様相、生活の営み、

親子の動向などについて、受講者とともに読み解いていきました。市外からお越しいただ

いた方もおり、質問や『日記』内容解釈について検討を深めていくなど盛況のうちに講話

を終えることができました。 

 これからも「市史普及啓発活動」に努めてまいります。 

   

『中浜東一郎日記』「明治八年土佐紀行」基に万次郎親子の中浜での動向を追った 

 

『新市史・資料編』に係る調査が始動！ 
 あっという間に夏が終わりました。秋はいよいよ調査の季節になります。晩秋から冬季

にかけて野外での調査が本格化します。 

 9月 4～5日にかけて、中浜小学校 2階に整備している民具・文化財等及び歴史資料収蔵

スペースにて「高知県学校資料を考える会」の目良裕昭代表、楠瀬慶太氏、髙木翔太氏等

に訪問いただき、旧大津小学校の学校資料の整理と併せて、市史資料編に掲載する予定の

学校資料選定やその写真撮影を実施していただきました。今月実施予定の市史資料編に係
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る調査予定を次に記しておきます。 

 

「9月 17日(土)～18日(日)市域中世山城ドローン撮影」 

 高知県立埋蔵文化財センター 松田直則所長（市史編集委員会委員） 

      同        吉成承三調査課長（市史調査協力員） 

 土佐清水市文化財保護審議会 東近 伸会長（市史編集委員会副委員長） 

      同        武藤 清審議委員（市史編集委員） 

 生涯学習課市史編さん室   田村公利室長（市史編集委員会委員長） 

 市域 20中世城跡を高知県立埋蔵文化財センターのドローンを使用し、吉成承三調査課長

に操作していただきます。なお、撮影は民家等がある場所ではなく、山城が分布する山中

で安全面に十分に留意して実施します。 

 

「中世五輪塔及び一石五輪塔の石造物調査を実施」 
 堺市立堺市博物館学芸課 海邉博史推進係長（市史調査協力員） 

 石造物研究者      三好義三（大阪府阪南市役所勤務、市史調査協力員） 

 芦屋市教育委員会生涯学習課 森山由香里学芸員（市史調査協力員） 

※市史調査費支出はありませんが、調査の見学で土佐清水市を訪問される方々 

 佐藤亜聖氏（滋賀県立大学教授） 先山 徹（兵庫県立大学客員教授） 

 黒川信義氏（石造物研究者、愛媛県伊方町文化財保護審議会審議委員） 

 谷川 亘氏（高知大学コア研究所） 

 松田 朝由（石造物研究者、香川県大川広域組合職員） 

 

 市内加久見地区に所在している五輪塔、特に和泉砂岩製とみられる一石五輪塔に着目し、

その内容や分布の状況、図面化等を通じて『新市史資料編』へその考察を記述していただ

く予定です。3 名の調査協力員さん以外にも滋賀県立大学の佐藤教授、石造物研究者の黒

川信義さん、松田朝由さん等、たくさんの石造物研究者の皆様が見学に来られ、市域の石

造物の特徴等、参考になるご意見をたくさん頂戴できると思い今からワクワクしています。 

〈調査期間の予定〉 

・9月 23日(金) 移動日 夕方、土佐清水市へ 

・9月 24日(土) 朝から土佐清水市加久見地区センケで石造物調査（終日） 

・9月 25日(日) 関連調査により愛南町～宿毛にかけて石造物調査（終日） 

・9月 26日(月) 朝から正午まで土佐清水市加久見地区で石造物調査（午前中） 

 

【編集後記】 

この間、迷走台風 11 号が通り抜けたばかりですが、また、台風が発生しました。すっきりとし

た秋晴れが待ち遠しいところです。『新市史通史編』もほとんどの原稿が出そろい７割型ゲラ刷り

にすることができました。秋以降は、『新市史資料編』の調査を進め、年が明け次第、原稿執筆に取

りかかっていただく予定です。さて、10月 15日(金)・10月 22日(金)・10月 29日(金)の日にちか

ら 1 日選び、本年度「第 2 回市史編集委員会」を開催していきたいと考えております。参加者は、

通史編の市史編集委員の皆さんです。9 月 20 日頃までには、開催日を決めたいと思います。また、

後日連絡をさせていただきます。（田村） 


